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第１章 町の将来像 

 

① まちづくりの基本理念 
 

まちづくりの目的は、住民の誰もが豊かに暮らすことができる環境づくり、条件づくりを計

画的、総合的に推進していくことにあります。 

本町は、これまで恵まれた立地特性や自然環境、歴史・文化などを活かしてまちづくりを進

めてきましたが、現在は、本格的な人口減少社会の到来、少子高齢化の進展、地方分権の進展

をはじめとする社会潮流の大きな変化の中にあり、時代環境の急速な変容に適応しつつ、個性

あるまちづくりを進めることが必要です。 

こうしたことから、恵まれた特性や、これまでのまちづくりの中で育んできた地域資源や個

性を改めて評価し、磨きをかけ、活用していくことで、住民の誰もが豊かに暮らすことができ

る活力あふれるまちを目指します。 

 

また、まちづくりの主体はこの地域に住むすべての人びとです。 

性別や年齢などにかかわりなく誰もが意欲を持って、自らの力を発揮でき主役になれる、人

にやさしいまちを創ることが大切です。 

このため、住民と行政が協働し、住民の多様なアイデアを活かすことができる仕組みをつく

り、一人ひとりのさまざまな可能性を広げ、住民の誰もが「住んで良かった」「これからも住

み続けたい」と実感できるまちづくりを目指します。 

 

これからのまちづくりや施策の企画立案のキーワードとして、｢対話｣、｢調和｣、「融和」の

三つの言葉を施策展開の基本として継承しつつ、この総合計画が計画期間とする平成２７年度

からの１０年間を、新たなまちづくりの第一歩と位置付け、まちづくりに取り組んでいきます。 
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② 町の将来像 
「まちづくりの基本理念」を踏まえ、本町における町の将来像は、次のように定めます。 

 

＜町の将来像＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出会いから 

活力の花ひらく町 
 

新しいまちは、新しい｢出

会い｣からはじまります。

｢出会い｣から多様な個性が

花ひらき、すべての人が元

気でいきいきと暮らすこと

ができる、活力あふれるま

ちを目指します。 

 

 

 

歴史の恵みに抱かれて 
 
 

本町は、古くから陸と海の交通

の要衝として人びとが行き交った

ところです。街道や港に行き交う

たくさんの人びとが地域を創り、

豊かな人間性を育んできました。

また、北前船の歴史文化などは、他

には見られないこの地域特有のも

のです。こうしたさまざまな地域

の歴史的資源を活かした、個性あ

るまちづくりを創意と工夫により

実現していきます。 

海と緑 
 

海と森の豊かな自然

に囲まれて私たちは生

活しています。森の豊

かな緑はさまざまな恵

みをもたらすだけでな

く、水源として広く地

域を潤し、豊かな海を

育みます。 

海と緑と歴史の恵みに抱かれて、 

出会いから活力の花ひらく町 
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③ ６つの基本目標 ≪５つのまちづくりと行財政改革≫ 
 

行政と住民が一体となって活力のある魅力と個性にあふれるまちづくりをより一層前進し、

多様化・複雑化する行政ニーズに的確に対応するためには、住民の理解と協力のもと、自立し

た効率的・効果的な行財政基盤を確立する必要があります。 

こうした状況を踏まえ、町の将来像である「海と緑と歴史の恵みに抱かれて、出会いから活

力の花ひらく町」の実現に向け、以下の６つの柱を基本目標として掲げ、目標年度の平成３６

年度までの具体的な事業を計画的に進めます。  

＜町の将来像＞ 

海と緑と歴史の恵みに抱かれて、 

出会いから活力の花ひらく町 

６つの基本目標 

（
１
）
町
民
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り 

（
２
）
安
全
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

（
３
）
活
き
活
き
と
働
け
る
ま
ち
づ
く
り 

（
４
）
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

（
５
）
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 

（
６
）
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 
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（1）町民に優しいまちづくり 

保健・医療・介護・福祉の連携の強化を図ることで、住み慣れたまちで、みんなが健康に

安心して暮らせるまちをつくります。 

 

（2）安全安心して暮らせるまちづくり 

防災対策の充実と住民を取り巻く住環境整備の充実を図ることで、快適に生活できるまち

をつくります。 

 

（3）活き活きと働けるまちづくり 

地域間の連携を活かした地域資源の有効利用と新しいアイデアの創造や人材の育成、雇用

の確保により、活力あふれるまちをつくります。 

 

（4）人と文化を育むまちづくり 

豊かな人間性を育む教育環境の充実を図り、未来を担う子どもたちがのびのび学び、みん

なの未来に夢が描けるまちをつくります。 

歴史文化の継承活動の活発化を図り、「まちとしての価値」を高め、それを地域に還元す

ることで地域を潤すまちをつくります。 

 

（5）住民主体のまちづくり 

財政状況の厳しさが増す中、高まる公的サービスニーズに応えていくことが困難となって

います。これまでの行政主導のまちづくりから住民、各種団体、行政が一体となった協働に

よるまちづくりへの転換と補完性の原理に基づいたまちづくりを進めます。 

 

（6）効率的な行財政運営によるまちづくり 

最小限の経費で最大限の効果を引き出すよう、事務事業の集中と選択により、真に必要と

するセーフティネット機能を確保しつつ、持続可能な財政運営を行うことが必要です。公共

施設の統廃合や行政組織の見直し、さらには定員適正化計画の着実な実行により、将来に負

担を残さないまちをつくります。 
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第 2 章 計画の基本指標 

 

① 定住人口の目標  
 

本町の人口は、昭和３５年から山間奥地集落の町外転出や若者の都市への流出によって大き

く減少しました。昭和５０年代に入って幾分緩やかになったものの、若者の流出や少子化など

によって、自然減・社会減の傾向は続き、平成２２年の国勢調査によると、本町の人口は１１，

５５１人となっています。また、本町の世帯数は平成１２年をピークに減少に転じています。 

国立社会保障・人口問題研究所が発表している将来推計人口によると、平成３７年において

本町の人口は約９，６００人（平成２２年比 約１，９００人の減）となり、一層の少子化・高

齢化、担い手世代の減少が見込まれます。 

今後は、若者の定住意欲を高め、人口流出を抑制するとともに、子育て支援等により若年層

の誘致、少子化対策などに総合的に取組み、特に社会減を最小限にとどめていくことが必要で

す。このため、平成３６年度における定住人口は１０，０００人を目標とします。 

 

 
 

資料：国立社会保障・人口問題研究所 
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250

人口流出の抑制、子育て環

境支援など若者層の誘致等

により、社会減を抑制

平成 36 年（2024 年）度における定住人口目標 

10,000 人 

（人） 
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② 交流人口の目標 
 

交流人口とは「まち」に住む人だけでなく、産業、文化、レクリェーションなどさまざまな

分野で人びとが活発に交流することによって、その「まち」に与える経済効果などから「まち」

の活力を評価するもので、年間の観光客入込数を基礎に設定します。 

本町の近年における観光客入込数は、平成１０年の９１万人、平成１８年の約８６万人をピ

ークとして、平成１８年以降は減少しており、平成２４年は約６４万人となっています。 

この間、安らぎや癒し、本物志向など人びとの価値観の多様化に伴い、地域特性を活かした

ニューツーリズムの振興などの体験・滞在型の観光へと傾向が変化しています。 

本町においても、平成２５年度からは北前船歴史空間再生プロジェクトが、平成２６年度か

らは今庄宿プロジェクトがスタートするなど、観光交流の新たな受け皿づくりが進められてお

り、平成２６年の舞鶴若狭自動車道の開通、平成３０年の福井国体開催、平成３４年の北陸新

幹線金沢・敦賀間開業などとの相乗効果を活かした交流推進施策の展開によって、平成３６年

における交流人口は７８万人を目標とします。 

 

 
 

＜観光客入込数の推移＞ 

 
資料：福井県観光客数動態推計表(H25 は推計値 628 千人にウォーターランド南条の入込数７万人を加算) 

…ウォーターランド南条の入込数は H26 より福井県観光客数動態推計値に算入予定 
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30

交通ネットワークの開通効果、

地域資源を活用した交流

平成 36 年度（2024） 交流人口目標 

78 万人 

 

（千人） 
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必要な措置の概要 
 

第 3 章 土地利用構想 

 

① 土地利用構想 
 

 
南越前町の区域における町土は、現在および将来における住民生活に必要な限られた資源で

す。また、生活と生産を通ずる諸活動の共通の基盤です。 

このことから、町土の利用にあたっては、住民のみなさんの理解と協力のもとに、恵まれた

自然・歴史的環境との調和に配慮し、本町の特性を充分に活かした、安全、健康で文化的な生

活環境の確保と本町の均衡ある発展を図ることを基本事項とします。 

行政だけではなく、住民のみなさんとの協働や、国や県との連携により土地利用のあるべき

姿の実現に向けて、総合的かつ計画的に行われなければなりません。 

 

 
 

 

  

基本事項 

町土利用をめぐる基本的条件の変化 
 少子化・高齢社会、 

人口減少の加速 

 

グローバル化の進展、 

高速交通網整備による 

産業構造の変化 

 

安全・安心や環境に 

対する意識の高まり 

 

公共の担い手の

多様化と 

役割の増大 

 

地方分権の進展

と戦略的町政運

営の必要性 

 

 

地球規模での 

環境問題 

 

 

自然災害の 

多発 

 

 

町土の保全と 

安全性の確保 
●自然条件を踏まえ

た防災の推進 

●災害に強いまちづ

くりの推進 

●土砂、水害対策の総

合的な推進 

環境保全と 

美しい町土形成 
●恵まれた自然環境

の保全 

●快適で質の高い生

活環境の創造 

●歴史・文化を活かし

たまちづくり 

 

土地の有効利用 
 

●空き店舗、空き家、 

空き地など既存ス

トックの有効活用 

●農地は「所有」から 

「利用」を促進 

住民参加に 

よる町土利用 
●地域における交流

促進、コミュニティ

の維持発展 

●みんなが参加する

町土管理 
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区分 基本方向 

農 用 地 

●農産物の安定供給のために、耕作放棄地の発生防止と再利用による農用

地の確保と整備 

●良好な管理による多面的機能の維持 

●安全・安心な農産物の供給や環境負荷の軽減に配慮した農業生産の推進 

森   林 

●林業の持続的かつ健全な発展と多面的機能維持のために、多様で健全な

森林の整備と保全 

●野生鳥獣被害対策を考慮した里山の整備と保全および森林の適正な利用 

原   野 ●貴重な自然環境を形成している原野の保全・再生 

水面・河川 

水路 

●河川・海岸における安全性の確保（減災対策の促進） 

●既存用地の持続的な利用 

道   路 

●交流・連携の促進、町土の有効利用や生活・生産基盤の整備を進めるた

めに必要な用地の確保 

●農林業の生産性の向上、農用地や森林の適正な管理のために必要な道路

用地の確保 

●既存用地の持続的な利用 

●生活道路の整備改良 

宅 

地 

宅地 

●空き家・空き地の有効利用や耐震・環境性能を含めた質の向上と商業の

活性化、さらには良好な居住環境を形成するために必要な宅地の確保 

●未利用地の有効活用の促進 

工業用地 ●既存工業団地の有効利用 

その他 
●空き店舗・空き工場等の低未利用や農山村の耕作放棄地の積極的な再利

用・有効利用 

 

 

 
 

  

利用区分別の町土利用の基本方向 
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② ゾーニング別まちづくり 
 

街道と海岸に沿うこの町の特性を活かしたまちづくりを推進するために、前計画に設定した

５つの「まちづくりエリア」と４つの「まちづくり交流軸」を継承します。 

 

 
 

 
 

 
 

 
  

まちづくりのエリア 

「水の生まれる森」エリア 
 南東部の岐阜・滋賀県境にまたがる森林地域を水源として広く地域を潤す「水の生まれ

る森」と位置付け、林産資源や水源かん養など環境調整機能を担うエリアとして保全に努

めています。 

今後も継続して保全に努めるとともに、観光や環境教育の場として、環境に配慮した整

備に取り組みます。 

「歴史の街道」エリア 
 木ノ芽峠、栃ノ木峠に至る街道に沿った山間地を「歴史の街道」エリアとして位置付

け、住民の参画を得ながら、北陸道や北国街道の宿場町であった今庄や板取など、かつて

多くの人びとが行き交った歴史を伝える街道の街並みの保全に取り組んできました。 

今後も地域の歴史文化を次世代に継承する場として、歴史的価値の高い建造物の保存

と活用・｢歴史街道｣をテーマにしたイベントの開催など、先人から継承した歴史文化を

活かしたまちづくりを進めていきます。 
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「海を育てる森」エリア 
ホノケ山を中心とした西部の山間地から流れ出る河野川は、河野海岸へ至り豊かな海

を育みます。この河野川の源である山間地を｢海を育てる森｣のエリアとして位置付け、

漁業関係者や住民の協力を得ながら、海洋資源を守り豊かな海を育む森林の保全に努め

ています。 

今後も継続して保全に努めるとともに、ホノケ山への登山道を、歴史への理解を深め

るレクリェーションの場として活用していきます。 

「越の海文化」エリア 
西部の河野海岸線一帯を「越の海文化」エリアとして位置付け、漁業、観光業の振興、

北前船の歴史文化を活かしたまちづくりに取り組んできました。 

今後も定置網漁業を主として営んでいる漁業について、稚魚や稚貝の放流、漁礁の設

置などによる資源管理型漁業を積極的に推進するとともに、海水浴やスキューバダイビ

ング、体験漁業など海と親しむさまざまな体験型観光の振興に取り組みます。さらに、

北前船主の館右近家を中心として北前船の歴史文化を活かしたまちづくりを進めていき

ます。 

「安らぎとうるおいの里」エリア 
田倉川流域から南条地区までの市街地周辺に至る「安らぎとうるおいの里」エリ

アは、本町の中枢となるエリアであることから、有機的で活発な交流が生まれる市

街地の形成に取り組んできました。 

また、北陸自動車道今庄インターチェンジと南条スマートインターチェンジを中

心に、複数の企業が立地し、地域の雇用が確保されています。 

エリア内の農地では、水田農業を主力に、花はすやそばなど土地利用型の生産性

の高い農業が営まれる一方、付加価値の高い新しい特産品の開発や、地域の自然と

生活に触れることができる農業体験施設の活用など、本町の農業生産の中心を担っ

てきました。 

今後も積極的に本町の顔となる市街地の形成を進めるとともに、交通の利便性に

恵まれた地域特性を活かし、新たな企業の立地を促進、さらに本町の農業生産の中

心として、多角的な農業展開に取り組みます。 
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まちづくりの交流軸 

海と里の交流軸 
 海と里をつなぎ、人と人との交流を加速させ、様々な地域の産物の往来を可能とし、

地域経済の活性化に大きく貢献する「海と里の交流軸」として、ホノケ山トンネルの開

通など、国道３０５号の整備を進めてきました。 

 今後も、幹線道路の整備に伴い交通量の増加が予想されるため、地域内の安全な交通

を確保するために生活道路や交通安全施設等の整備に取り組んでいきます。 

歴史と文化の交流軸 
 町内を南北に縦断する国道３６５号、国道４７６号、一般県道中小屋武生線、北陸自

動車道、ＪＲ北陸本線は、「歴史と文化の交流軸」として、多様な交流を支える環境整

備を進めてきました。 

 北国街道、北陸道として古くから人びとが行き交った国道３６５号、国道４７６号

は、現在も関西・中京圏へ連絡する重要な動脈であり、今後も安全性を重視した機能性

の高い広域的幹線道路として整備を進めていきます。 

 地域外と連絡する重要な広域高速交通の基盤である北陸自動車道、住民の生活に密

着した利便性の高い公共交通機関であるＪＲ北陸本線は、それぞれが担う重要な役割

を踏まえ、引き続き、多様な交流を支える環境整備を進めていきます。 

海遊文化の交流軸 
 越前・河野しおかぜラインから国道３０５号に至る海岸沿いの道、国道８号は、海

岸地域の重要な動脈となる「海遊文化の交流軸」として、多様な交流を支える環境整

備を進めてきました。 

特に、海岸沿いに走る国道３０５号は、住民の日常を支える重要な生活道路である

とともに、豊かな海の恵みに育まれた漁業や観光の振興を図る上において担う重要な

役割を担っており、今後も引き続き、安全性を重視した機能性の高い広域的幹線道路

として整備を進めていきます。 

水と緑の交流軸 
 田倉川から日野川本流に至る国道４７６号と一般県道広野大門線は、｢水と緑の交流

軸｣として、多様な交流を支える環境整備を進めてきました。 

「安らぎとうるおいの里」エリアと「水の生まれる森」エリアを連絡するこのルート

は、２つの谷の交流を促進するだけでなく、農林業の生産性の向上、森林資源を活用し

た観光振興を図る重要な役割を担う｢水と緑の交流軸｣として、引き続き、多様な交流

を支える環境整備を進めていきます。 
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